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新型コロナウイルスに関する伴走型支援の拡充

相談対応の強化

資金繰りや雇用、国・県の支援事業・補助金に関する相談に対応するため、昨年に引き続き「新型

コロナウイルスに関する経営相談窓口」を設置。

新型コロナウイルス感染症
への対応

各種支援金への対応

新型コロナウイルスの影響を受けた事業所への支援を目的とした各種支援金における事前確認処理

を下記の通り実施した。

単位：件

資金繰り関係 雇用維持 補助金等 給付金・休業支援 その他 合　計

106 45 1,864 1,669 433 4,117

単位：件

確認実施期間 確認件数

一時支援金 2021年3月8日（月）～6月11日（金） 411

月次支援金 2021年6月16日（月）～12月28日（火） 117

事業復活支援金 2022年1月27日（木）～3月31日（木） 309
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新型コロナウイルス感染症ワクチン 職域接種

地域内のワクチン接種率を早期に向上させ、地域経済の回復を加速
させるため、概ね300人以上の企業を対象として、（一社）姫路市
医師会の協力のもと、ワクチンの職域接種を実施した。

実施期間：２０２１年９月４日（土）～１０月１６日（土）
〔1回目接種〕 9月4日（土）、9月11日（土）、9月18日（土）
〔2回目接種〕10月2日（土）、10月9日（土）、10月16日（土）

接種者：3,348名（1回目計1,676名、2回目計1,672）

新型コロナウイルス感染症
への対応

【オンライン化事業例】
・WEB(Zoom)による「医療機器産業 新規参入促進セミナー」等

セミナーをZoomにて配信

感染対策を講じたセミナー開催

「withコロナ」「ポストコロナ」への取り組み

コロナ禍においても、会員事業所に当所事業・サービスを迅速かつ適切に
提供することを目的に、 Zoomによるオンライン形式を取り入れたハイブ
リッド型セミナーを開催。
人との対面が必要な事業についてはソーシャルディスタンスを確保し、検
温・消毒等の感染対策を講じた開催に努めた。
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新型コロナウイルス感染症
への対応

貸会議室運営におけるコロナ対策の充実化

貸会議室をより安心・安全に利用できるよう、設備使

用前後の消毒および空気換気を徹底。

また、飛沫防止アクリルスタンドや非接触体温計等の

感染対策備品や、オンラインセミナーの開催時に活用

できる機器の貸出を充実させた。

飛沫防止シートを設置した相談ブース

貸出用WEBカメラ 司会台用アクリルスタンド

非接触体温計

新しい生活様式での会議運営

緊急経済対策への対応等、重要な議論を行う諸会議に

ついて、出入口でのアルコール消毒・検温の徹底、座

席間隔を確保したレイアウトでの開催・運営に努めた。

常議員会議員総会

事務局入口に検温器と消毒器を設置

事務局における感染予防対策の実施

地域経済活動の維持に欠かせない「エッセンシャル・

ワーカー」として各種経営相談に最前線で対応するた

め、事務局スペースの拡大を行う等、感染リスク対策

を徹底し、支援体制維持や事業所支援に取り組んだ。



創業支援

創業ステーションによる支援

創業支援に関するワンストップ窓口「姫路創業ステーション」事業を実施。

支援内容：計画書の作成支援・経理指導、融資の紹介等

創業者数は新型コロナ禍で減少 ⇒ しかし創業計画作成支援件数は増加（創業ニーズが一定あった）

・相談件数 ７７５件 （うち相談後、創業 １０４件）

・創業計画作成支援 ４１６件

また、兵庫県による「起業プラザひょうご姫路」と連携し、情報の共有に努めた。

創業予定者向けセミナーを定期的に開催、必要な知識や情報の提供・人的ネットワークの形成を支援した。

・創業セミナー５回（受講者１３５名）

・スタートアップセミナー１回（受講者４６名）
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企業力の向上

106 121 155 136 137 108 104

651 673
737

879
762 809 775

246 267 272
338 373 381 416

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

創業支援数

創業者数 創業相談件数 創業計画作成支援数

飲食, 
26.9%

卸売小売, 
23.5%理容美容, 

17.0%

医療福祉, 7.0%

家事サ/冠婚葬
祭/娯楽, 5.8%

教育学習, 5.5%

士業/広告/設
計, 3.0%

建設, 2.8%

不動産, 1.9%

その他,
6.6%

創業相談（業種別） ①飲食
②卸売小売
③理容美容
で約67％
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事業承継支援

事業承継支援セミナーの開催
中小企業をはじめ、多くの事業所がこれから迎える『事業承継』について、身近な課題と捉えられるよう、

実体験を交えた内容のセミナーや「組織再編」「М＆Ａ」を活用した事業承継についてのセミナーを実施。

-５-

企業力の向上

【事業承継ネットワーク構成図】〈事業承継相談窓口〉（相談事業所数 ２８０件）

公的機関と連携したワンストップ窓口として、事業承

継に関するサポートを実施。

県や各支援機関にて構成される「事業承継ネットワー

ク」へ参画し、事業所に「事業承継診断」を実施し事

業承継に対する支援を行った。

第三者承継については「事業承継・引継ぎ支援セン

ター」と連携し、円滑な承継に向けたサポートを実施。

また、個人版事業承継税制に関して、広報媒体による

情報発信を行うとともに、法人版事業承継税制につい

ては特例承継計画の策定支援及び認定を行った。

さらに年々増加する相談に対応するため、更なる支援

強化を兵庫県・姫路市へ要望した。

相談対応状況（事業所） 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

事業承継窓口相談事業所数 176 171 284 280

事業承継支援件数 46 77 95 120



経営指導員による巡回、窓口相談指導、専門家派遣

【経営指導 巡回：２，３９６件、窓口：１４，５７８件】（計１６，９７４件）※前年比１，６３６件増

新型コロナの影響で巡回活動を控えたため、巡回件数は微増。

一方、窓口での相談対応数が大きく増加。事業者支援体制を整えるため、経営専門相談員１名を設置。

その他、市・県・国の新型コロナウイルス感染症にかかる各種給付金や補助金等の受給支援、各種事業計画の策定

支援に積極的に取り組んだ。事業計画策定の過程で事業課題等を抽出し解決に向けた支援を行うことで、事業者の

経営基盤強化につながっている。
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企業力の向上

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

相談対応事業所数 6,576 6,317 6,095 5,495 5,908
巡回活動件数 7,310 6,929 5,962 2,159 2,396
窓口相談件数 6,321 7,346 8,446 13,179 14,578
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伴走型支援による各種補助金の支援実績

新型コロナウイルス感染症の影響下において、環境変化に応じたビジネスモデルの再構築や新たな
事業展開、販路開拓等の支援について、各種制度を活用した伴走型支援を行った。

①小規模事業者持続化補助金

-７-
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②２０２１年に新設された補助金制度

当所 全国 当所 全国 当所 全国 当所 全国 当所 全国

申請件数 54 9,357 73 13,563 97 20,710 502 140,882 127 61,798

採択件数 17 2,649 62 8,804 95 18,063 331 71,214 98 44,151

採択率 31.5% 28.3% 84.9% 64.9% 97.9% 87.2% 65.9% 50.5% 77.2% 71.4%

2017年度(全1回) 2018年度(全1回) 2019年度(全2回) 2020年度(全8回) 2021年度(全9回)

単位：件

申請件数 採択件数 採択率

83 42 50.6%

84 76 90.5%

補助金名

事業再構築補助金（国:第1次～4次分）

兵庫県中小企業新事業展開応援事業



組織基盤の強化に向けた取り組み

会員増強の推進 【会員数 9期連続で増加】

地区担当職員による伴走型支援や新型コロナ禍に係る各種支援金対応や情報収集をきっかけに

当所への相談が増加し、今期は５９８件の新入会員を獲得。（うち会員紹介による入会２２０件）

退会は減少傾向。上記活動により、会員数は９期連続の増加となった。

-８-
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人材確保・育成に関する支援

人材育成支援（セミナー等）の実施
新型コロナ禍によって開催方法（対面型・オンライン型・ハイブリッド型等）を工夫し、徹底し

感染予防対策の下、階層別研修や分野別研修を実施し、継続的な人材育成支援に努めた。

（職種・階層別研修 ３９講座、受講者：８６０名）

福利厚生事業①（人間ドック・ＰＥＴ検査）
新型コロナの影響で1日に対応できる人数に制限を設けたが、

例年通りの受診者数を確保できた。（受診者数：１，１９８名）

また、高度な健康診査であるＰＥＴ検査も継続実施。

福利厚生事業②（各種共済・保険）
会員の経営者や従業員を対象とした、生命共済制度、

特定退職金共済制度、業務災害補償プランをはじめとする

共済制度など、各種保障・補償の充実及び普及促進活動を実施。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕企業力の向上

加入状況（事業所数） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

生命共済制度 1,404 1,328 1,307 1,261 1,224 1,257

特定退職金制度 679 660 648 650 638 631

業務災害補償プラン 476 580 693 759 842 885

ビジネス総合保険 － 234 348 490 656 749

労働保険事務代行 305 323 349 368 392 411
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人材確保・育成に関する支援

各種検定の実施

技術・技能の普及を図るため、珠算・簿記をはじめとする日本商工会議所検定試験（日商検定）、

カラーコーディネーター・福祉住環境コーディネーターなどの東京商工会議所検定試験（東商検定）、

当所企画の姫路検定試験の全10検定を実施。

２０２１年から東商検定を中心に、大半の検定がネット検定に移行した為、当所申し込み数は減少。

【姫路検定の実施】

金融業界をはじめ企業からの団体

受験申し込みがあり、２０２１年

度（第１８回）は５３９名の申し

込みがあった。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

【日本商工会議所・東京商工会議所検定 申込者数】

企業力の向上

62

194

574

679
743 735 708

606

489 522 539

第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回 第14回 第15回 第16回 第17回 第18回

姫路検定申込者数

日本商工会議所検定 2017 2018 2019 2020 2021

珠算 1,398 1,459 1,482 989 1,159

簿記 2,314 2,061 2,352 2,132 1,728

リテールマーケティング（販売士） 157 152 142 70 99

PC（文書・データ・プレゼン） 138 121 138 123 109

東京商工会議所 2017 2018 2019 2020 2021

カラーコーディネーター 125 95 96 102 13

ビジネス実務法務 153 129 142 118 43

福祉住環境コーディネーター 359 291 298 229 116

eco 138 134 127 212 122

ビジネスマネジャー 92 109 77 38 32
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人材確保・育成に関する支援

働き方改革・各種法改正への企業対応支援

「働き方改革関連法」の一つである「同一労働同一

賃金」が２０２１年４月より中小企業も適用対象

となり、「働き方改革関連法」について、セミナ

ーの開催や所報での情報提供を行った。

新型コロナウイルスの影響を受け雇用調整助成金

等の相談は多く、専門家と連携して小規模事業者

の要望に応えた。

「働き方改革相談窓口」を開設

開催日：毎週火曜日（13時～17時）

相談件数：４５件４０名 ※昨年度５６件９３名

また、雇用維持に努める事業所支援のため、日本商工

会議所を通じて「雇用調整助成金」の特例の継続及び

迅速な支給等について国へ要望。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕企業力の向上

【所報掲載記事】



ＩＴ化支援
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ＩＴ活用に関する相談に対し、ITコーディネーターが課題に応じた
情報提供や相談対応を行った。（相談・指導対応：５４件）
【主な支援内容】

①ＩＴ関連補助金申請支援 ②各種システム更新支援 ③セキュリティ対策支援 等

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

業務のデジタル化による新型コロナ対応支援

グローバル化支援

支援制度情報の提供
サプライチェーンの毀損といったグローバル化に伴う

問題や、各種支援制度に関する情報を提供した。

外国人材の活用支援

外国人材の活用を検討している地元中小企業等を対象
にセミナー、所報を通じて外国人材の最新動向や活用

事例等についての情報を発信した。
海外展開支援

「ひょうご海外ビジネスセンター」と連携し、

海外ビジネスを検討している地元中小企業等を

対象に無料でアドバイスを行った。

また、「播磨国際協議会」と連携し、会員事業

所のグローバル化支援を行った。

企業力の向上

新型コロナ禍で新しい生活様式等への対応が求められる中、中小企業

・小規模事業者のデジタル化の遅れが顕在化した。

2020年度に引き続き、姫路市へ中小・小規模事業所のデジタル化を

促進する補助制度を要請し、姫路市産業デジタル化補助金が継続実施

された。

予 算：５億円 申請者数：７５０件

また申請に係る相談についてもITコーディネーターにて対応し、所報

にも補助金紹介記事を掲載してPRした。

ＩＴ相談窓口
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販路拡大支援

第３回“はりまもん”商談マーケットの開催

販路拡大及び播磨ブランド育成を通して地域経済の活性化を目的として、域内で生産・販売する
サプライヤーと域内に販売網を持つバイヤーとの商談会を、国や県のガイドラインを遵守し感染
対策を万全に講じたうえ、対面型で開催。

開催日：１１月２５日

場 所：姫路商工会議所

参加者：①バイヤー １４社 ※うち姫路市内 ６社（山陽百貨店、銀ビルストアー 他）

市外 ８社（大丸神戸店、加古川ヤマトヤシキ 他）

②サプライヤー ５２社 ※うち姫路市内３８社、市外１４社

結 果：「取引成立」 ６件（ ５．５％）

「商談継続中」 ６６件（６０．０％）

※2022年3月31日 現在

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕企業力の向上

商談結果 件数 構成比

取引成立 6 5.5
商談継続中 66 60.0
不成立等 38 34.5
合計 110 100%
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所報及び動画等による事業所紹介の充実

ひめじ商工会議所報を通じて、会員事業所のPRを行った。

２０２１年度 掲載事業所数 １８６件

キラ☆星企業 9件 Step to the future ３件 夢をカタチに １２件
まんぷくグルメ １２件 会員ひろば １３２件 姫路の老舗 １８件

また、事業所紹介の動画（１６本作成）を作成して広報媒体の多様化を図り、より効果的な広報

活動を行った。

あわせてYouTube公式チャンネルを開設し、上記動画を中心に配信を行った。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

まんぷくグルメまんぷくグルメ

お薦めグルメを紹介お薦めグルメを紹介

キラ☆星企業キラ☆星企業

「キラッ」と光る事業所紹介「キラッ」と光る事業所紹介

Step to the futureStep to the future

当所支援先の事例紹介当所支援先の事例紹介

夢をカタチに夢をカタチに

当所創業支援先の紹介当所創業支援先の紹介

会員ひろば会員ひろば

無料情報発信コーナー無料情報発信コーナー

まんぷくグルメ

お薦めグルメを紹介

キラ☆星企業

「キラッ」と光る事業所紹介

Step to the future

当所支援先の事例紹介

夢をカタチに

当所創業支援先の紹介

会員ひろば

無料情報発信コーナー

企業力の向上



姫路経済研究所①

地域経済活性化に向けた事業活動の基礎資料を

整備するため、企業を取り巻く環境や企業経営に

必要な各種情報の収集・分析・調査を実施。

-1５-

景気動向調査
当所会員企業を対象に、四半期ごとに企業実態

と動向を把握。

景気情報として会員企業に提供するとともに、

今後の政策提言・要望活動に活用。

（回答件数 約1,250件）

［景気動向調査］業況ＤＩの長期推移

特別調査
会員の事業活動に大きな影響を与えうる事象について、重点的

に調査した

・新型コロナウイルス感染症拡大による経営への影響調査

・SDGs への取組み（SDGs提言書についてはP22を参照）

・インボイス制度並びに最低賃金

・人材採用・人件費

・原材料・部品・商品の入荷遅延および仕入れ価格上昇

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

(調査結果から一部抜粋)

まん延防止等重点措置は解除されたものの、原材料等の供給
制約が続いており、仕入れ価格の上昇やウクライナ紛争に伴
う地政学リスクの高まりなどから、先行きは慎重な見通しと
なっている。



姫路経済研究所②

-1６-

数字で見る姫路経済

姫路経済の情勢を把握するため、人口産業構造

等の指標・グラフをまとめ、 「数字で見る姫路

経済2021」 として刊行した。
事業所の省エネへの取り組み状況、および脱炭素に関する認識

と事業に及ぼす影響について調査。

省エネや脱炭素への取り組みについては、事業規模・業種ごと

に取り組み方針や取り組み状況に差がある。規模や業種を問わず

徹底した取り組みにつながるよう、産業界全体で「省エネの強

化」や「再生可能エネルギーの導入拡大」を推進し、「脱炭素社

会の実現」に向けた機運の醸成が必要である。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

「環境（CO2削減など）への取り組み」

に関する調査

「デジタル化への取り組み」に関する調査
事業所のデジタル化への取り組みおよび推進状況（社内意識、体

制）について調査。

デジタル化の進捗状況は、47.7％が社内のデジタル化が進んで

いるとの回答。取り組んだきっかけは、約3割が「感染症への対

応（勤務体制の見直し 等）」。新たに導入したツール・システム

は、感染防止、非接触関連ツール・システムの導入が上位。

(調査結果から一部抜粋) (調査結果から一部抜粋)

地域力の向上



-1７-

姫路ものづくり支援センターにおける相談事業の拡充

専門ディレクターを中心に、補助金申請や大企業へのシーズ提案等の情報提供を積極的に行った。

また、県立大・姫路市・兵庫県との連携を強化し、姫路のものづくり支援のプラットフォーム化に取り組んだ。

県の産業支援機関（ひょうご科学技術協会・ひょうご産業活性化センター）

との連携により、姫路のワンストップ窓口としての機能充実を図った。

支援施策やスポーツ・ヘルスケアといった成長産業や新産業、

デジタルトランスフォーメーションによる生産性向上等、タイム

リーなテーマでセミナーを開催。（計３回開催、延２８９名参加）

ものづくり補助金をはじめとする公的支援制度の活用支援や、

相談内容に応じた相談先・連携先紹介等を行った。

また、より専門的な相談に対応するため、専門ディレクター４名体制で運営。

ものづくり補助金申請支援状況（２０１６年～２０２１年）

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

当所 全国 当所 全国 当所 全国 当所 全国 当所 全国
相談件数 78 36 49 112 35
申請件数 41 42,176 21 23,467 35 20,803 31 30,111 19 18,486
採択件数 15 14,105 11 11,914 11 9,531 16 12,756 10 10,055
採択率 36.6% 33.4% 52.4% 50.8% 31.4% 45.8% 51.6% 42.4% 52.6% 54.4%

2021年度2016年度 2018年度 2019年度 2020年度

1734
1665

1720
1608

1672
1792

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

ものづくり支援センター相談件数



-1８-

ものづくり産業における支援体制・情報発信の強化

成長産業・新産業に関する情報収集・発信

デジタル技術の活用やオープンイノベーションの紹介、ヘルスケア・スマートアグリといった成長産業・
新産業をテーマにセミナーを開催した。
また、各セミナーの概要をまとめ、所報に掲載。特集記事「産業最前線」と題し、会員事業所に向けて
幅広く情報発信した。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

掲載号 カテゴリ・テーマ 講演テーマ 講師
　４月号 デジタル化 楽しくなければ、仕事じゃない!～常識を覆す高利益率のデジタルものづくりとは～ HILLTOP株式会社
　５月号 スマートファクトリー 人が主役のスマートファクトリー ジェイテクト株式会社
　８月号 オープンイノベーション 成果を出し続ける　オープンイノベーションの仕組み創り リンカーズ株式会社

　１０月号 デジタル化 中小企業におけるデジタルの活用と実践　～IoT、AI、そしてDX～ 一般社団法人クラウドサービス推進機構
　１月号 ヘルスケア産業 兵庫県立大学先端医工学研究センターの活動　～産業界と医療を結ぶ架け橋～ 兵庫県立大学　先端医工学研究センター
　１月号 スマートアグリ １次産業を支援するスマート化の最新動向 一般社団法人日本農業情報システム協会

産業最前線



-１９-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

①PR動画の作成「ものづくりのまち 姫路」

②広域都市連携（北九州・福山・倉敷・松本の各地商工会議所）

当地と類似する都市・目標とする都市（工業都市、各県
の第2都市、歴史的資産あり）の商工会議所および会員
企業と連携し、ネットワークを構築する。
新たなイノベーションや人材確保、企業間連携を促進す
るとともに、観光も含めた都市イメージの確立、認知度
の向上を図る。
連携を通じて、産業・雇用面での先進事例の共有や交流
の場も検討し、各地域でWin‐Winの関係になることを
目指す。

姫路の「ものづくり力」の知名度を全国区へ向上させる
ことを目的に、「ものづくりのまち 姫路」紹介動画を
制作。
今後のものづくり産業の発展と、ものづくり人材を確保
に向け、地元のものづくり企業による協力のもと、姫路
のものづくり産業の情報を発信。
制作した動画は、各教育機関に配布するとともに、姫路
商工会議所公式YouTubeチャンネルやホームページ等
に掲載。



-20-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

③21世紀播磨科学技術フォーラム⇒播磨圏域ものづくりプラットフォームへ発展改組

④ひめじビジネスアワード2022
（募集期間：2022年3月1日（火）～2022年5月6日（金））

補助金・助成金・認証制度等の公的支援を活用し、開
発・改良した商品・サービスやビジネス展開を行う事業
所の取り組みを紹介。

7/22（金）交流イベントの開催

事例企業のプレゼンテーションを含んだ交流イベント

を開催し、公的支援やビジネスプランの重要性を周知

するとともに、顧客獲得や企業間連携などビジネス

マッチングを促進。

21世紀播磨科学技術フォーラム（1991年7月設立）を発展改組し、播磨圏域のものづくり産業の

発展に向けた産学官連携による枠組みとして、2021年10月に設立。

SDGsの理念が叫ばれるなか、播磨圏域が将来にわたって成長力を確保するため、兵庫県立大学と

兵庫県及び各自治体、各商工会議所による連携のもと、地元企業の視点に立ち、産業や技術を中心

とした情報交換を通じて、将来のニーズを見据えた新しい産業の創出や地域経済への波及に寄与す

ることを目的としている。



姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

-２１-

地域力の向上

「ひめじＳＤＧｓ推進プラットフォーム会議」におけるＳＤＧｓの推進について

地域経済の発展や誰もが住みやすいまちづくりなど、「ＳＤＧｓ」の概念に沿った持続的発展を遂げ、より良

い社会を実現するための研究並びに提言を行うべく、「ひめじＳＤＧｓ推進プラットフォーム会議」を設置。

体 制：姫路商工会議所（都市まちづくり委員会役員、姫路経済研究所）、地域金融機関等

①２０２１年 ９月１４日（火） 出席者：１２名

地域脱炭素ロードマップ・環境省交付金等について

（講 師）大阪ガス㈱ネットワークカンパニー

②２０２１年１０月 １日（金） 出席者：２４名

・SDGs提言書（案）について

・SDGs推進事業について



-２２-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

②姫路市SDGs宣言の普及促進（2021年11月25日（木）～現在、募集中）

①SDGs提言書の策定

姫路商工会議所と姫路市ではSDGsの取組みを推進するため、
市内企業等からSDGsの取組みを宣言していただく「姫路市
SDGs宣言」を募集。
既に取組んでいることや、これから取組む内容について宣言
し、姫路市や姫路商工会議所のホームページ等で幅広く発信
することにより、市内企業等のSDGs活動を促進。

宣言事業所数：１２０事業所（２０２２年３月３１日時点）

３月２８日（月）SDGs提言書を姫路市へ会頭より手交
４月 ６日（水）SDGs提言書を姫路市議会へ会頭より

手交
４月 ８日（金）中播磨県民センターへ提出

SDGs提言書には、持続可能な社会を目指すSDGsの
考え方をヒントに、次の100年に向けて姫路が持続的
な発展を遂げ、より良い地域社会を実現するためには、
行政・経済界・市民が一体となってSDGsの実現に向け
取り組んでいく必要を提言している。



-２３-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

①姫路市プレミアム付商品券発行事業

②中心部における各種団体の運営支援

・2021年7月19日～10月31日
・登録店舗数：2,163店舗
・申込冊数：210,142冊
・抽選結果：175,000冊
・販売総数：174,305冊【99.60％】
・販売総額：2,091,660,000円（174,305冊×12,000円）
・換金総額：2,088,174,000円（未換金額 3,486,000円）
・換金比率：99.83％（販売総額2,091,660,000円に対する比率）

姫路市中心部におけるに商業活性化並びに、賑わい創出を支援するべく、下記団体の事務局として
運営支援を行った。

姫路市商店街連合会 大手前通り街づくり協議会

地域の賑わい創出・回遊性向上を目的とした事業を実施 大手前通りのライトアップ事業や清掃活動を実施



姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

-２４-

魅力的で活力あるまちづくりに向けた支援

商店街活性化支援

まちづくりステーション街の駅 ～ 情報発信・交流拠点 ～

「情報発信」、「利便性向上」、「交流」、「まちのコンサルティング」

の４つの機能を充実させ、商店街利用者への利便性を高めるとともに、

各種イベントや個店等の情報を発信することで集客を高め、活気ある、

まちづくりに貢献できるよう取り組んだ。

姫路市中心市街地商店街空き店舗対策事業
商店街の空き店舗に新規出店する事業者に対し、事業計画策定支援を行うと共に、賃料や出店経費に

掛かる補助金を支給した。

※２０２１年度認定実績：①賃料補助 １４店舗 ②内装工事費補助 ９店舗

まちづくり諸課題に対する取り組み
大手前通り魅力向上に向けて

エリア魅力向上推進事業“ミチミチ”や歩行者利便増進道路制度“ほこみち”等、大手前通りにおける
公共空間の利活用を推進する取り組みについて、中心市街地の魅力向上に向け、姫路市や大手前通り街
づくり協議会をはじめとする関係者との意見交換を行った。

地域力の向上

「おむつ交換室」等の子育て世代に便利な設備が充実



観光振興の取り組み(姫路版DMOの推進)

-２５-

姫路版DMOの形成・確立に向けた取り組み
姫路版DMOの母体となる姫路観光コンベンションビューローと姫路市、姫路商工会議所の三者により、

将来に向けたDMO機能の強化に向けた協議を行い、１１月に観光庁の「登録DMO」として認定された。

・DMO三者会議

10年後を見据えた体制、機能強化や、自由度の高い

組織運営に向けた意見交換

・DMOアドバイザー会議

大正大学の柏木教授をDMOのアドバイザーに迎え、

DMO登録を見据えたマーケティングやコンセプト、

当面の取り組み方針に関する検討

新型コロナウイルスの影響を踏まえた取り組み
上記の各会議で検討内容を踏まえ、以下の取り組みを実施。

・市内宿泊調査

観光客の状況や消費動向を把握しマーケティングに活用するため、

延べ宿泊者数、稼働率の調査を実施

・デジタルプロモーション

アフターコロナを見据えた新たな観光プロモーションとして、潜在

旅行者に対して、動画やSNS・各種媒体を活用して観光情報を発信

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕地域力の向上

姫路観光コンベンションビューローの

YouTubeチャンネル【心で旅する姫路】

PRコンテンツの制作



経営支援施策や地域活力増進施策に関するタイムリーな提言・要望活動
巡回活動等で集めた会員のニーズをもとに、唯一の地域総合経済団体として、

各種提言・要望活動を行った。

姫路市への提言・要望活動

-２６-

・姫路市政に対し要望書を提出（１０月１９日）

「新型コロナウイルス感染症への対応」、「伴走型支援」、「ものづくり」

「持続可能な循環型まちづくり」、「次世代産業としての観光産業の育成

（DMOの推進）」への取り組み、創業・事業承継に関する支援、小規模事業

対策予算の拡充、姫路経済研究所の継続的な活用、姫路ものづくり支援セン

ター事業への支援等を要望した。

・姫路市との経済振興対策会議を通じた意見交換

定期的に開催している「姫路市・姫路商工会議所 経済振興対策会議」

において、地域戦略に基づいた施策や経済活性化に向けた様々な取り組

みについて幅広く意見交換を実施。（年５回開催）

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕

兵庫県への提言・要望活動
・兵庫県政に対し要望書を提出（１０月２５日）

「ポストコロナ」「ウィズコロナ」を見据えた中小企業の経営

力強化、企業のデジタル化支援、起業・創業支援、人材確保・

雇用安定化支援、産業・交通基盤の整備、法人県民税超過課税

の見直し、防災・減災対策等を要望した。

経済振興対策会議

清元市長に要望書を提出

国への提言・要望活動

・播磨臨海地域道路の早期実現に関する要望

・姫路港港湾整備促進に関する要望

会員サービス力の向上



関連団体等との連携強化

姫路商工会議所 青年部

姫路商工会議所 女性会

-２７-

30歳から50歳までの若手経営者・後継

者が集い、その資質向上や地域経済の発

展に寄与することを目的に活動。様々な

委員会を中心に地域交流事業を実施し、

人脈形成を図っている。

新型コロナに対応すべく、リアルとオン

ラインを併用したハイブリット例会の開

催や安全に配慮し、工夫を凝らした屋外

事業の開催に取り組んだ。

企業発展のための研究や文化的な教育

教養の習得を目的に、女性経営者で組

織された団体。

新型コロナ禍でも交流を図るべく、屋

外での研修例会を開催する等の取組み

を行った。 全国商工会議所女性会連合会
東京総会にオンラインで参加

所外での研修例会

2021年度 青年部理事会メンバー

伝統工芸への造詣を深める事を目的に
実施した対外事業「令和 祭職人展」
※各種メディアに取り上げられる

姫路商工会議所 ２０21年度事業報告〔概要〕会員サービス力の向上



-２８-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕会員サービス力の向上

①第７１回全国商工会議所共済制度連絡会議

②生命共済制度加入キャンペーンの実施

【キャンペーン第１弾】
・実施期間：2021年9月21日～10月20日
・加入事業所数：113事業所
・加入者数：352名
・加入口数：1,186口

生命共済、特定退職金共済、日本商工会議所損害保険制度等の制度普及、運営課題等を協議し
情報共有を行うための全国会議を姫路で開催。

・開催期間：2021年12月9日～10日
・開催場所：姫路商工会議所 2階大ホール、3階特別会議室
・参加商工会議所数：28商工会議所
・参加者数：３７名（内オンライン出席者１１名）

当所では会員事業所の皆様に更なる福利厚生の充実を図っていただくため、同キャンペーン
を実施した。

【キャンペーン第2弾】
・実施期間：2022年1月21日～2月21日
・加入事業所数：25事業所
・加入者数：116名
・加入口数：262口



-２９-

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕会員サービス力の向上

①姫路の老舗企業の紹介 （姫路商工会議所報にて2021年8月号から連載開始）

②100周年記念ロゴの作成

永年にわたり発展を続け、当地域の産業振興に多大な貢献をされた「長寿企業」を紹介。
2021年度 掲載企業数18社

姫路のシンボルである「姫路城」のシルエットをSDGsカラーで
彩っている。
下部の青色を島しょ部、中央の暖色を中心市街地、上部の緑色を
山間部として、姫路市の地理的要素を表現している。
「100」の「00」には、商工会議所マークを象っている。



-３０-

組織基盤の強化に向けた取り組み

事務局機能の強化

・働き方改革に向けた取り組み（健康経営優良法人２０２２認定取得）
職員の健康保持・増進に向けた取り組みを実践し、事務局

全体の生産性向上・組織活性化を促すための環境整備を図った。

・事業継続計画（ＢＣＰ）を改訂

地震・風水害などの突発的な災害や広範な疫病の蔓延

等、緊急時に対応活動を迅速かつ的確に実施するための

事業継続計画（ＢＣＰ）を改訂。

・職員研修制度による資質向上

業務遂行上必要とされる資格・検定の取得に向け、

受験料・受講料等を補助。職員の資質向上に取り組んだ。

・設立１００周年に向けた準備（２０２２年７月）

１００周年史の制作、記念式典・講演会開催、長寿企業表彰等、

２０２２年に実施する１００周年事業の検討および企画立案に

取り組んだ。

姫路商工会議所 ２０２１年度事業報告〔概要〕会員サービス力の向上

健康経営優良法人２０２２
認定証

姫路商工会議所 設立100周年記念特設サイト

姫路商工会議所BCP


